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資
経
本
『
貫
之
集
』
の
位
置
付
け

―
承
空
本
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
―

北　

井　

佑
実
子

は
じ
め
に

　

藤
原
資
経
が
書
写
し
た
私
家
集
は
「
資
経
本
」
と
称
さ
れ
、
現
在
、
三

十
八
集
三
十
九
帖
の
私
家
集
が
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
蔵
せ
ら
れ
る
。
い

ず
れ
も
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
か
ら
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
に
か
け

て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
藤
原
資
経
の
生
没
年
・
経
歴
は
不
明
で
あ
る
。

『
平
家
物
語
』
の
作
者
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
参
議
正
三
位
の
資
経
は
、
建
長

三
年
（
一
二
五
一
）
に
七
十
一
歳
で
没
し
て
お
り
、
一
連
の
私
家
集
「
資

経
本
」
を
書
写
し
た
人
物
と
は
別
人
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
資
経

本
『
貫
之
集
』
は
、
同
じ
く
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
資
経
本
私
家
集 

一）
1
（

』

所
収
の
も
の
で
、
も
と
上
・
中
・
下
三
巻
本
あ
っ
た
う
ち
の
、
下
巻
（
巻

六
・
巻
七
）
の
三
一
六
首
が
伝
わ
る
。

　
『
貫
之
集
』
の
伝
本
は
第
一
類
本
か
ら
第
三
類
本
に
大
別
さ
れ
る
が
、
資

経
本
は
こ
の
う
ち
の
第
一
類
本
に
属
す
る
。
資
経
本
『
貫
之
集
』
の
解
題

を
担
当
さ
れ
た
樋
口
芳
麻
呂
氏
の
分
類
に
よ
る
と
、
資
経
本
は
、
第
一
類

本
の
中
で
も
御
所
本
と
同
系
統
に
属
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る）

2
（

。
し
か
し
、

そ
の
後
、
御
所
本
の
親
本
と
み
ら
れ
る
承
空
本）

3
（

が
新
た
に
紹
介
さ
れ
た
。

そ
れ
を
ふ
ま
え
て
田
中
登
氏
は
、
資
経
本
と
承
空
本
が
同
系
統
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
、
系
統
図
で
示
さ
れ
て
い
る）

4
（

。
従
っ
て
、『
貫
之
集
』
第
一
類

本
の
う
ち
、
資
経
本
・
承
空
本
・
御
所
本
の
三
本
が
、
同
系
統
に
属
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
資
経
本
・
御
所
本
の
二
本
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た

こ
の
系
統
の
本
文
は
、
新
た
に
紹
介
さ
れ
た
承
空
本
と
の
比
較
検
討
も
踏

ま
え
、
再
度
見
直
し
て
み
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
他
の
資
経
本
私
家
集
に
お
い
て
は
、
資
経
本
が
承
空
本
の
親

本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
報
告
さ
れ
て
い
る
。
承
空
本
『
小

野
小
町
集
』
に
は
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る）

5
（

。
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本
云
／
建
長
六
年
七
月
廿
日
重
校
合
于
九
／
条
三
位
入
道
本
了　

彼

本
哥
六
十
／
九
首
云　々

顕
家
三
位
自
筆
／
本
也　

安
元
二
年
十
一

月
八
日
云
々

正
応
五
年
十
二
月
九
日
令
侍
中
／
詹
事
丞
成
尚
書
之
即
之
校
了
／
藤

資
経

永
仁
五
年
三
月
十
五
日
於
西
山
房
／
書
写
了　

承
空
／
承
空
上
人
／

寄
進
之

承
空
本
『
小
野
小
町
集
』
の
解
題
を
担
当
さ
れ
た
藤
田
洋
治
氏
は
、
こ
の

奥
書
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る）

6
（

。「
こ
の
奥
書
か
ら
、
建
長
六

年
（
一
二
五
四
）
七
月
に
「
九
条
三
位
入
道
本
」（
二
類
本
系
統
と
推
定
さ

れ
る
「
六
十
九
首
本
」）
と
校
合
し
、
そ
の
本
は
「
顕
家
三
位
自
筆
本
」
で
、

安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
の
書
写
で
あ
り
、
そ
の
校
合
本
を
藤
原
資
経
が

正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
に
書
写
し
、
さ
ら
に
承
空
が
五
年
後
の
永
仁
五

年
（
一
二
九
七
）
に
転
写
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。《
中
略
》
こ

の
承
空
本
の
奥
書
か
ら
、
資
経
本
『
小
町
集
』
が
か
つ
て
存
在
し
、
当
該

本
は
、
多
く
の
承
空
本
私
家
集
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
資
経
本
『
小
町

集
』
の
転
写
本
で
あ
る
と
判
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
資
経
本
『
小
町
集
』

は
発
見
に
及
ん
で
い
な
い
。」
つ
ま
り
、
承
空
本
『
小
野
小
町
集
』
の
奥
書

が
記
す
よ
う
に
、
冷
泉
家
の
他
の
資
経
本
と
同
様
、『
貫
之
集
』
に
お
い
て

も
資
経
本
と
承
空
本
の
間
に
、
直
接
の
書
承
関
係
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性

が
窺
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

資
経
本
『
貫
之
集
』
の
解
題
を
担
当
さ
れ
た
樋
口
氏
の
段
階
で
は
、
承

空
本
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
樋
口
氏
は
、
御
所
本
と
の

比
較
検
討
に
お
い
て
資
経
本
と
御
所
本
の
間
に
親
子
関
係
が
認
め
ら
れ
な

い
と
判
断
さ
れ
た）

7
（

。
そ
の
根
拠
は
歌
数
の
違
い
に
あ
り
、
資
経
本
が
持
た

な
い
八
首
を
御
所
本
が
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
御
所
本
の

親
本
と
見
ら
れ
る
承
空
本
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
承
空
本
は
御
所
本
が
持
つ

八
首
を
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢

書
『
承
空
本
私
家
集 

中
』
に
『
朝
光
集
』
の
断
簡
一
葉
が
紹
介
さ
れ
た）

8
（

。

こ
の
『
朝
光
集
』
の
断
簡
が
、
御
所
本
が
有
す
る
八
首
に
該
当
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
同
じ
承
空
本
で
あ
る
『
朝
光
集
』
の
断

簡
が
、
御
所
本
の
書
写
段
階
に
は
承
空
本
『
貫
之
集
』
に
混
入
、
御
所
本

は
そ
の
『
朝
光
集
』
の
断
簡
も
誤
っ
て
書
写
し
て
し
ま
い
、
八
首
の
歌
数

の
違
い
が
生
じ
た
の
で
あ
る）

9
（

。
こ
れ
は
私
家
集
に
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る

こ
と
で
、
あ
る
作
品
の
綴
じ
糸
が
切
れ
、
そ
の
一
部
が
元
通
り
に
綴
じ
直

さ
れ
ず
に
、
誤
っ
て
他
作
品
に
綴
じ
ら
れ
て
し
ま
う
現
象
と
言
え
よ
う
。

樋
口
氏
が
親
本
説
を
否
定
し
た
根
拠
と
な
る
御
所
本
の
八
首
は
、『
朝
光

集
』
の
混
入
と
い
う
現
象
で
説
明
が
つ
く
。
つ
ま
り
、
樋
口
氏
の
説
は
、

御
所
本
の
親
本
で
あ
る
承
空
本
と
の
比
較
検
討
に
よ
り
、
新
た
に
見
直
す

余
地
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、『
貫
之
集
』
伝
本
中
、
同
系
統
で
あ
る
資
経
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本
と
承
空
本
の
間
に
、
直
接
の
書
承
関
係
が
あ
る
か
否
か
を
主
と
し
て
検

証
す
る
。『

貫
之
集
』
の
第
一
類
本

　

こ
こ
で
、
資
経
本
が
属
す
る『
貫
之
集
』第
一
類
本
の
諸
本
を
確
認
す
る
。

第
一
類
本

　

①
歌
仙
家
集
本
（
九
巻
八
八
九
首
）
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
版
本

　
　

・
陽
明
文
庫
本
（
九
巻
八
九
二
首
）

　
　

・
桃
園
文
庫
本
（
九
巻
八
九
二
首
）

　
　

・
村
雲
切
（
巻
五
の
一
部
と
巻
八
及
び
断
簡
七
七
葉
二
五
〇
首
）

　

②
素
寂
本
（
巻
一
〜
巻
四
の
五
四
五
首
）

　

③
西
本
願
寺
本
（
十
巻
七
二
七
首
）

　

④
資
経
本
（
巻
六
・
巻
七
の
三
一
六
首
）

　

⑤
承
空
本
（
七
巻
九
二
二
首
）／
御
所
本
（
七
巻
九
三
〇
首
）

　
『
貫
之
集
』
第
一
類
本
は
同
一
祖
本
よ
り
派
生
し
た
と
想
定
さ
れ
、
大
き

く
五
系
統
に
分
か
れ
る
。
こ
の
分
類
は
主
に
巻
の
構
成
に
拠
る
も
の
で
あ

り
、
①
九
巻
仕
立
て
の
歌
仙
本
系
、
②
前
半
部
（
巻
一
〜
巻
四
）
の
み
の

素
寂
本
、
③
十
巻
仕
立
て
の
西
本
願
寺
本
、
④
巻
六
・
巻
七
の
み
の
資
経

本
、
⑤
七
巻
仕
立
て
の
承
空
本
系
と
な
る
。
そ
の
巻
の
構
成
を
、
歌
仙
本

を
基
準
に
示
す
と
次
の
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

屏
風
歌
屏
風
歌
屏
風
歌
屏
風
歌

恋

賀

別

哀
傷

雑

歌
仙
本

（
九
巻
）

巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

巻
五

巻
六

巻
七

巻
八

巻
九

素
寂
本

（
巻
一
〜
四
）
巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

西
本
願
寺
本

（
十
巻
）

巻
一

巻
二

巻
二

巻
四

巻
五

巻
三

ナ
シ

巻
六

巻
七

巻
八

巻
九

巻
十

資
経
本

（
巻
六
・
七
）

巻
七

巻
六

巻
六

巻
七

承
空
本

（
七
巻
）

巻
一

巻
二

巻
二

巻
四

巻
五

巻
三

巻
五

巻
五

巻
七

巻
五

巻
六

巻
六

巻
七

巻
五

ま
ず
、
前
半
部
屏
風
歌
（
巻
一
〜
巻
四
）
に
つ
い
て
、
歌
仙
本
・
素
寂
本

に
お
い
て
は
、
屏
風
歌
が
ほ
ぼ
年
代
順
（
延
喜
五
年
〜
天
慶
八
年
）
に
配

列
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
は
、
屏
風
歌
の

配
列
が
年
代
順
で
は
な
く
共
通
の
乱
れ
を
有
す
る
。
右
表
の
歌
仙
本
巻
二

（
屏
風
歌
）
を
例
に
挙
げ
て
説
明
す
る
と
、
歌
仙
本
・
素
寂
本
で
は
巻
二
に

位
置
し
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
屏
風
歌
が
、
西
本
願
寺
本
・
承
空
本

で
は
、
巻
二
・
巻
四
・
巻
五
に
散
布
さ
れ
、
屏
風
歌
は
年
代
順
に
配
列
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
次
第
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
歌
仙
本
巻
四
に
相
当
す
る

歌
を
、
西
本
願
寺
本
は
す
べ
て
欠
い
て
い
る
。
後
半
部
分
（
巻
五
〜
巻
九
）

に
関
し
て
は
、
前
半
部
の
よ
う
に
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
と
も
に
共
通
の

配
列
を
有
し
て
は
い
な
い
が
、
と
り
わ
け
恋
部
の
位
置
に
は
注
意
を
要
す
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る
。
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
で
は
前
半
部
屏
風
歌
の
次
に
位
置
す
る
恋
部

が
、
資
経
本
・
承
空
本
で
は
巻
末
の
巻
七
に
位
置
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

資
経
本
も
承
空
本
と
同
様
、
七
巻
本
仕
立
て
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
以
上

見
て
き
た
ご
と
く
『
貫
之
集
』
第
一
類
本
の
関
係
を
系
統
図
で
示
す
と
左

の
ご
と
く
と
な
ろ
う）
10
（

。歌
仙
本

祖
本

素
寂
本

西
本
願
寺
本

Ｘ
本

資
経
本

Ｙ
本

承
空
本

御
所
本

資
経
本
の
歌
序
と
歌
数

　

次
に
、
資
経
本
の
歌
序
と
歌
数
を
見
て
い
く
。
資
経
本
は
、
巻
六
（
別
・

か
な
し
ひ
）・
巻
七
（
雑
・
恋
）
の
三
一
六
首
を
収
録
。
そ
の
歌
序
・
歌
数

は
、
承
空
本
と
完
全
に
一
致
す
る）
11
（

。

資
経
本

承
空
本

巻
第
六　

別
（
一
〜
四
二
）

巻
第
六　

別
（
六
〇
七
〜
六
四
八
）

　
　
　
　

か
な
し
ひ
（
四
三
〜
七
三
）　
　
　
　

か
な
し
ひ
（
六
四
九
〜
六
七
九
）

巻
第
七　

雑
（
七
四
〜
一
七
一
）

巻
第
七　

雑
（
六
八
〇
〜
七
七
七
）

　
　
　
　

恋
（
一
七
二
〜
三
一
六
）
　
　
　
　

恋
（
七
七
八
〜
九
二
二
）

御
所
本
に
混
入
し
た
『
朝
光
集
』
の
八
首
は
、
資
経
本
で
は
一
一
番
歌
と

一
二
番
歌
の
間
、
承
空
本
で
は
六
一
七
番
歌
と
六
一
八
番
歌
の
間
に
位
置

す
る
。
歌
序
・
歌
数
と
も
に
完
全
に
一
致
す
る
資
経
本
と
承
空
本
は
、
こ

の
段
階
に
お
い
て
、
す
で
に
直
接
の
書
承
関
係
が
想
定
さ
れ
る
と
言
え
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
文
異
同
①

　

資
経
本
と
承
空
本
は
、
歌
数
・
歌
序
と
も
に
完
全
に
一
致
し
て
い
る
が
、

こ
れ
よ
り
細
か
な
本
文
異
同
を
見
て
い
く
。
ま
ず
、
資
経
本
と
承
空
本
が

同
系
統
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
例
を
挙
げ
て
今
一
度
確
認
す
る）
12
（

。

や
ま
か
け
に
つ
く
る
や
ま
た
の
こ
か
く
れ
て
ほ
に
て
に
こ
ひ
そ
わ
ひ

し
か
り
け
る
（
五
五
一
）

歌
・
西
「
ほ
に
い
て
ぬ
」
承
「
ほ
に
て
に
」

傍
線
部
「
ほ
に
て
に
」
は
承
空
本
と
一
致
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
歌
仙

本
・
西
本
願
寺
本
は
「
ほ
に
い
て
ぬ
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
資
経

本
・
承
空
本
の
「
ほ
に
て
に
」
で
は
解
釈
が
通
ら
ず
、
こ
こ
は
歌
仙
本
・

西
本
願
寺
本
の
「
ほ
に
い
て
ぬ
」
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
資
経
本
・

承
空
本
は
同
じ
誤
り
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

山①

人ひ
こ

のは

こ
ゑ
の
ま
に
〳
〵
た
つ
ね
ゆ
か
は
い②

つ
く
と
も
な
く
わ
れ
や
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ま
と
は
ん
（
六
三
〇
）

①
歌
「
や
ま
ひ
こ
の
」
西
「
山
ひ
こ
の
」
承
「
山
人
の
」

② 
歌
「
い
ふ
こ
と
も
な
く
」
西
「
い
つ
こ
と
も
な
く
」 

承
「
い
つ
く
と
も
な
く
」

傍
線
部
①
「
山
人
の
」
は
、
異
本
注
記
で
「
ひ
こ
は
」
と
な
っ
て
い
る
。

異
本
注
記
は
な
く
と
も
、
資
経
本
と
一
致
す
る
の
は
承
空
本
で
あ
る
。
歌

仙
本
「
や
ま
ひ
こ
の
」、
西
本
願
寺
本
「
山
ひ
こ
の
」
と
は
対
立
し
て
い

る
。
こ
こ
は
、
第
二
句
に
「
こ
ゑ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
歌
仙
本
「
や

ま
ひ
こ
の
」・
西
本
願
寺
本
「
山
ひ
こ
の
」
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
資
経
本
・

承
空
本
は
「
山
人
の
」
の
「
と
」
と
「
や
ま
ひ
こ
」
の
「
こ
」
を
誤
写
し

た
と
推
測
出
来
よ
う
。
こ
の
例
に
お
い
て
も
、
資
経
本
と
承
空
本
は
同
じ

誤
り
を
有
し
て
い
る
。
傍
線
部
②
「
い
つ
く
と
も
な
く
」
も
、
承
空
本
と

一
致
し
、
歌
仙
本
「
い
ふ
こ
と
も
な
く
」、
西
本
願
寺
本
「
い
つ
こ
と
も
な

く
」
と
対
立
す
る
。
こ
こ
は
、
第
五
句
「
わ
れ
や
ま
と
は
ん
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
西
本
願
寺
本
「
い
つ
こ
と
も
な
く
」
ま
た
は
資
経
本
・
承
空
本

「
い
つ
く
と
も
な
く
」
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

お①

な
し
中
将
の
も
の
へ
ゆ
く
人
に
ひ②

う
ち
の
て
う
と
を
し
て
そ

れ
に
た
き
も
の
を
く
は
へ
て
や
る
に
よ
め
る

お
り
〳
〵
に
う③

ち
く
た
く
火
の
け
ふ
り
あ
ら
は
こ
ゝ
ろ
さ
す
か
を
し

の
へ
と
そ
お
も
ふ
（
七
一
九
）

① 

歌
「
お
な
し
少
将
」
西
「
お
な
し
少
将
の
」 

承
「
お
な
し
中
将
の
」

② 

歌
「
ひ
う
ち
の
く
し
て
」
西
「
火
う
ち
の
調
度
を
調
し
て
」 

承
「
ひ
う
ち
の
て
う
と
を
し
て
」

③
歌
・
西
「
う
ち
て
た
く
ひ
の
」
承
「
う
ち
く
た
く
火
の
」

傍
線
部
①
「
お
な
じ
中
将
の
」
は
承
空
本
と
一
致
し
、
歌
仙
本
「
お
な
し

少
将
」、
西
本
願
寺
本
「
お
な
し
少
将
の
」
と
な
っ
て
い
て
、
対
立
す
る
。

資
経
本
で
は
、
二
首
前
の
七
一
七
番
歌
の
詞
書
に
「
も
ろ
う
ち
の
中
将
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
の
中
将
は
「
師
氏
」
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
師

氏
は
、
承
平
四
年
に
左
少
将
、
天
慶
四
年
に
左
中
将
に
就
い
て
い
る
。
一

首
後
の
七
二
〇
番
歌
の
詞
書
に
は
「
も
ろ
ま
さ
の
侍
従
の
よ
ま
せ
給
へ
る
」

と
あ
り
、
師
尹
は
承
平
五
年
か
ら
七
年
ま
で
侍
従
に
就
い
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
師
氏
の
官
職
を
推
測
す
る
と
、
承
平
四
年
以
降
の
「
左
少
将
」

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
の

「
少
将
」
が
よ
り
適
当
で
あ
り
、
資
経
本
・
承
空
本
の
「
中
将
」
は
誤
り
と

な
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う）
13
（

。
傍
線
部
②
「
ひ
う
ち
の
て
う
と
を
し

て
」
は
、
承
空
本
が
資
経
本
と
完
全
に
一
致
し
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本

と
は
対
立
す
る
。
傍
線
部
③
「
う
ち
く
た
く
火
の
」
に
お
い
て
も
承
空
本

と
一
致
し
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
「
う
ち
て
た
く
ひ
の
」
と
対
立
す
る
。

し
か
し
、
詞
書
に
「
ひ
う
ち
の
て
う
と
を
し
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
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こ
こ
は
、
資
経
本
・
承
空
本
の
「
う
ち
く
た
く
火
」
よ
り
も
、
歌
仙
本
・

西
本
願
寺
本
の
「
う
ち
て
た
く
ひ
の
」
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
傍

線
①
と
同
様
に
、
資
経
本
と
承
空
本
は
同
じ
誤
り
を
有
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
挙
げ
た
例
は
、
い
ず
れ
も
、
資
経
本
・
承
空
本
の
本
文
が
一
致

し
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
と
は
対
立
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
資
経
本
と

承
空
本
は
、
誤
写
、
解
釈
の
面
に
お
い
て
同
じ
誤
り
を
有
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
両
者
が
同
系
統
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

本
文
異
同
②

　

次
に
、
同
系
統
で
あ
る
資
経
本
と
承
空
本
の
本
文
が
対
立
す
る
例
を
挙

げ
る
。
同
系
統
で
あ
る
両
者
の
本
文
が
対
立
し
た
際
、
実
際
に
ど
の
よ
う

な
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
か
を
見
て
い
く）
14
（

。

た
む
け
せ
ぬ
わ
か
れ
す
る
身
の
わ
ひ
し
き
は
人
め
を
た
ひ
と
お
も
ふ

な
り
け
り
（
五
五
三
）

歌
・
西
「
た
む
け
せ
ぬ
」
承
「
た
む
け
す
る
」

傍
線
部
「
た
む
け
せ
ぬ
」
は
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
承
空

本
「
た
む
け
す
る
」
と
対
立
す
る
。
こ
の
歌
は
「
手
向
け
が
出
来
な
い
別

れ
」
を
「
わ
び
し
い
」
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
承
空
本
の
「
た
む
け

す
る
」
で
は
解
釈
が
通
ら
な
い
。
資
経
本
・
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
の
「
た

む
け
せ
ぬ
」
に
拠
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
例
で
は
資
経
本
が

承
空
本
の
誤
り
を
訂
正
出
来
る
と
言
え
よ
う
。

よ
そ
に
み
て
か
え
る
ゆ
め
た
に
あ
る
も
の
を
う
つ
ゝ
に
人
を
わ
か
れ

ぬ
る
か
な
（
五
六
一
）

歌
「
夢
た
に
」
西
「
ゆ
め
た
に
」
承
「
ゆ
め
ち
に
」

傍
線
部
「
ゆ
め
た
に
」
は
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
承
空
本

「
ゆ
め
ち
に
」
と
対
立
す
る
。
資
経
本
・
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
の
「
ゆ
め

た
に
」
の
「
た
」
と
、
承
空
本
の
「
ゆ
め
ち
に
」
の
「
ち
」
は
、
誤
写
の

可
能
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
歌
の
解
釈
は
、
類
推
の
副
助
詞
「
だ
に
」

を
含
む
、「
恋
し
い
人
と
の
別
れ
は
夢
で
さ
え
さ
び
し
い
の
に
現
実
で
も
別

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
承
空
本

の
「
ゆ
め
ち
に
」
で
は
解
釈
が
通
り
に
く
く
、
こ
こ
は
、
資
経
本
・
歌
仙

本
・
西
本
願
寺
本
の
「
ゆ
め
た
に
」
に
拠
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
例
に

お
い
て
も
、
資
経
本
が
承
空
本
の
誤
り
を
訂
正
出
来
よ
う
。

あ
は
れ
と
も
こ
ひ
し
と
も
思
い
ろ
な
れ
や
お
つ
る
な
み
た
に
そ
て
の

そ
む
ら
む
（
五
七
九
）

歌
・
西
「
お
つ
る
」
承
「
た
つ
る
」

傍
線
部
「
お
つ
る
」
は
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
承
空
本
「
た

つ
る
」
と
対
立
す
る
。
こ
こ
で
も
、
資
経
本
・
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
の

「
お
つ
る
」
の
「
お
」
と
、
承
空
本
の
「
た
つ
る
」
の
「
た
」
は
、
誤
写
の
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可
能
性
を
指
摘
出
来
よ
う
。
さ
ら
に
、
第
四
句
に
「
な
み
た
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
資
経
本
・
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
の
「
お
つ
る
」
が
適
当
で
あ

ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
例
に
お
い
て
も
資
経
本
が
承
空
本
の
誤
り
を
適
正

出
来
る
の
で
あ
る
。

あ
ひ
み
す
て
こ
ひ
し
き
事
を
た
と
ふ
れ
は
く
る
し
き
た
ひ
は
も
の
な

ら
ぬ
か
な
（
六
五
九
）

歌
「
旅
」
西
「
た
ひ
」
承
「
こ
ひ
」

傍
線
部
「
た
ひ
」
は
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
承
空
本
「
こ

ひ
」
と
対
立
す
る
。
こ
の
歌
は
、「
相
手
に
会
わ
ず
に
い
る
恋
し
い
気
持

ち
」
を
「
旅
」
に
例
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
承
空
本
の
「
こ
ひ
」
で
は
解

釈
が
通
り
に
く
い
。
ま
た
、
資
経
本
・
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
の
「
た
ひ
」

の
「
た
」
と
、
承
空
本
の
「
こ
ひ
」
の
「
こ
」
は
、
誤
写
が
指
摘
出
来
る
。

こ
の
例
に
お
い
て
も
、
資
経
本
が
承
空
本
の
誤
り
を
訂
正
出
来
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
文
異
同
②
で
見
て
き
た
例
は
、
い
ず
れ
も
資
経
本
が
承

空
本
の
誤
り
を
訂
正
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
同
系
統
で
あ
る
資
経
本
と
承

空
本
の
本
文
が
対
立
し
た
際
、
資
経
本
が
承
空
本
の
誤
り
を
訂
正
出
来
る

と
い
う
こ
と
は
、
資
経
本
と
承
空
本
の
間
に
直
接
の
書
承
関
係
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
想
定
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
可
能
性
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
も
う
少
し
例
を
見
て
い
く
。

な
□
わ
に
て
よ
め
る

み
つ
の
う
ら
に
お
ふ
る
た
ま
も
を
か
り
そ
め
の
あ
ま
と
そ
わ
れ
は
な

り
ぬ
へ
ら
な
る
（
七
七
五
）

歌
・
西
「
あ
ま
と
そ
」
承
「
た
ま
と
そ
」

※「
□
」
は
判
読
不
可
能
。
承
空
本
で
補
う
と
「
に
」
と
な
る
。

傍
線
部
「
あ
ま
と
そ
」
は
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
、
承
空
本

「
た
ま
と
そ
」
と
対
立
す
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
例
と
同
様
に
、
資
経

本
・
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
の
「
あ
ま
と
そ
」
の
「
あ
」
と
、
承
空
本
の

「
た
ま
と
そ
」
の
「
た
」
は
、
誤
写
が
指
摘
出
来
よ
う
。
さ
ら
に
、
承
空
本

の
「
か
り
そ
め
の
た
ま
と
そ
」
で
は
、
解
釈
が
通
り
に
く
い
。
こ
こ
で
も

同
様
、
資
経
本
が
承
空
本
の
誤
り
を
訂
正
出
来
る
。

花
を
お
り
て
こ
れ
か
れ
か
さ
す
つ
い
て
に
よ
め
る

か
さ
せ
と
□①

は
な
さ
く
や
と
は
た
の
ま
る
ゝ
身
の
□②

□
つ
ゑ
に
と
き

し
な
け
れ
は
（
八
二
五
）

歌
「
か
さ
せ
と
も
」
西
「
か
さ
ね
と
も
」
承
「
か
さ
を
と
も
」

※ 「
□
」
は
判
読
不
可
能
。
承
空
本
で
補
う
と
①
「
も
」
②

「
な
り
」
と
な
る
。

傍
線
部
「
か
さ
せ
と
も
」
は
、
歌
仙
本
と
一
致
し
、
承
空
本
「
か
さ
を
と

も
」
と
対
立
す
る
。
資
経
本
・
歌
仙
本
の
「
か
さ
せ
と
も
」
の
「
せ
」
と
、

承
空
本
の
「
か
さ
を
と
も
」
の
「
を
」
は
、
誤
写
が
指
摘
出
来
よ
う
。
さ

ら
に
、
詞
書
に
「
花
を
お
り
て
こ
れ
か
れ
か
さ
す
つ
い
て
に
よ
め
る
」
と
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あ
る
こ
と
か
ら
も
、
当
然
、
承
空
本
の
「
か
さ
を
と
も
」
で
は
解
釈
が
通

ら
な
い
。
こ
の
例
に
お
い
て
も
、
資
経
本
が
承
空
本
の
誤
り
を
訂
正
出
来

る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

あ
と
僅
か
、
例
を
見
て
い
く
。

身
を
せ
は
み
そ
て
よ
り
も
ふ
る
な
み
た
に
は
も
の
お
も
ふひ

も
な
き
人

□
ぬ
れ
け
り
（
五
八
四
）

歌
「
思
ひ
」
西
「
お
も
ひ
」
承
「
お
も
ひ
」

※ 「
□
」
は
判
読
不
可
能
。
承
空
本
で
補
う
と
「
も
」
と
な
る
。

た
な
は
た
の
あ
し
た
に
み
つ
ね
か
も
と
よ
り

き
み
に
あ
は
て
ひ
と
ひ
ふ
つ
か
に
□
□
ぬ
れ
は
け
さ
ひ
こ
ほ
し
の
こ
ゝ

ち
こす

そら

すし

れも

（
八
一
〇
）

歌
「
こ
そ
す
れ
」
西
「
す
ら
し
も
」
承
「
す
ら
し
も
」

※ 「
□
」は
判
読
不
可
能
。
承
空
本
で
補
う
と「
な
り
」と
な
る
。

五
八
四
番
歌
・
八
一
〇
番
歌
の
二
例
は
、
こ
れ
ま
で
本
文
異
同
②
で
見
て

き
た
も
の
と
は
、
些
か
別
種
で
あ
る
。
ま
ず
、
五
八
四
番
歌
の
傍
線
部
「
お

も
ふ
」
は
、
異
本
注
記
で
は
「
お
も
ひ
」、
承
空
本
で
は
「
お
も
ひ
」
と
な

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
承
空
本
は
資
経
本
の
書
入
を
本
文
化
し
、
そ
の
本

文
に
反
映
さ
せ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
八
一
〇
番
歌
も
同
様
に
、
傍
線
部

「
こ
そ
す
れ
」
は
、
異
本
注
記
で
は
「
す
ら
し
も
」、
承
空
本
は
資
経
本
の

書
入
を
本
文
化
し
、「
す
ら
し
も
」
と
な
っ
て
い
る
。
承
空
本
が
資
経
本
の

書
入
を
本
文
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
資
経
本
が
承
空
本
の
親
本
で

あ
る
可
能
性
が
指
摘
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
、
本
文
異
同
②
で
見
て
き
た
八
例
は
、
同
系
統
で
あ
る
資
経
本
と

承
空
本
の
本
文
が
対
立
し
、
さ
ら
に
、
資
経
本
が
承
空
本
の
誤
り
を
訂
正

出
来
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い

ほ
ど
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
資
経
本
の
本
文
が
、
系
統
を
異
に
す
る
歌

仙
本
・
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
も
看
過
出
来
ま
い
。
同
系
統

で
あ
る
二
本
の
本
文
が
対
立
し
た
際
、
ど
ち
ら
か
一
方
で
そ
の
本
文
の
誤

り
を
訂
正
出
来
る
と
い
う
こ
と
は
、
両
者
に
直
接
の
書
承
関
係
が
認
め
ら

れ
る
と
想
定
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
承
空
本
が
資
経

本
の
書
入
を
本
文
化
し
た
で
あ
ろ
う
例
も
確
認
出
来
て
い
る
。
つ
ま
り
、

他
の
冷
泉
家
の
私
家
集
と
同
様
、『
貫
之
集
』
に
お
い
て
も
、
資
経
本
は
承

空
本
の
親
本
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
文
異
同
③

　

資
経
本
に
は
、
承
空
本
の
誤
り
を
訂
正
出
来
る
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、『
貫
之
集
』
に
お
い
て
資
経
本
は
承
空
本
の
親
本
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
確
認
出
来
た
。
次
に
挙
げ
る
例
は
、
資
経
本
と
承
空
本
が
対
立
し
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
り
資
経
本
に
誤
り
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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も
の
へ
ゆ
く
人
に
や
ら
ん
と
て
人
の
こ
ふ
に
を
く
る

あ
つ
ら
へ
て
わ
す
る
な
と
お
も
ふ
□
□
ろ
あ
れ
は
わ
か
み
を
わ
く
る

か
た
み
な
り
け
れ
（
七
二
七
）

歌
・
西
・
承
「
け
り
」

※ 「
□
□
」
は
判
読
不
可
能
。
承
空
本
で
補
う
と
「
こ
ゝ
」
と

な
る
。

傍
線
部
「
け
れ
」
は
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
の
「
け
り
」
と

対
立
す
る
が
、
こ
こ
は
係
り
結
び
を
要
求
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、
歌
仙

本
・
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
の
「
け
り
」
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
資
経
本
は

「
け
り
」
と
「
け
れ
」
を
誤
写
し
た
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
承
空
本
は
転

写
の
際
、
資
経
本
の
誤
り
に
気
付
き
、
親
本
で
あ
る
資
経
本
の
「
け
れ
」

を
、「
け
り
」
に
意
識
的
に
改
変
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

同
じ
例
と
し
て
、

ほ
と
ゝ
き
す
け
さ
な
く
こ
ゑ
に
お
と
ろ
け
は
□
み
を
わ
か
れ
し
と
き

に
さ
り
け
り
（
七
六
一
）

歌
「
に
そ
有
け
る
」
西
「
そ
き
に
け
る
」
承
「
に
そ
あ
り
け
る
」

※ 「
□
」
は
判
読
不
可
能
。
承
空
本
で
補
う
と
「
き
」
と
な
る
。

傍
線
部
「
に
さ
り
け
り
」
は
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
と
対
立

す
る
。
資
経
本
は
「
に
そ
あ
り
け
り
」
の
「
そ
あ
り
」
が
変
化
し
た
「
に

さ
り
け
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
歌
仙
本
「
に
そ
有
け
る
」、
西
本
願
寺
本

「
そ
き
に
け
る
」、
承
空
本
「
に
そ
あ
り
け
る
」
は
、
係
り
結
び
の
法
則
が

成
立
し
て
い
る
。
こ
こ
は
七
二
七
番
歌
と
は
異
な
り
、
係
り
結
び
を
要
求

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
は
連
体
形
の
「
け
る
」

が
望
ま
し
く
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
資

経
本
に
お
い
て
は
「
に
さ
り
け
る
」
の
形
が
相
応
し
い
。
こ
の
例
に
お
い

て
も
同
様
、
転
写
の
際
に
承
空
本
が
意
識
的
に
改
変
し
た
可
能
性
が
指
摘

出
来
よ
う
。

　

さ
ら
に
も
う
一
例
、

返
し

お
し
か
ら
ぬ
い
の
ち
な
り
て
は
世
の
中
の
人
の
い
つ
□
り
に
な
り
も

し
な
ま
し
（
八
〇
五
）

歌
・
西
・
承
「
な
り
せ
は
」

※ 「
□
」
は
判
読
不
可
能
。
承
空
本
で
補
う
と
「
は
」
と
な
る
。

傍
線
部
「
な
り
て
は
」
は
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
の
「
な
り

せ
は
」
と
対
立
す
る
。
こ
こ
は
、
第
五
句
「
な
り
も
し
な
ま
し
」
の
「
ま

し
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
〜
せ
ば
〜
ま
し
」
の
反
実
仮
想
の
形
が
望
ま
し

い
。
よ
っ
て
、
歌
仙
本
・
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
の
「
な
り
せ
は
」
が
適

当
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
同
様
に
、
承
空
本
は
反
実
仮
想
の
形
に
鑑
み
て
、

転
写
の
際
に
意
識
的
に
改
変
し
た
可
能
性
が
指
摘
出
来
よ
う
。

　

例
に
挙
げ
た
ご
と
く
、
直
接
の
書
承
関
係
が
認
め
ら
れ
る
資
経
本
と
承
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空
本
の
本
文
が
対
立
し
、
親
本
で
あ
る
資
経
本
に
誤
り
が
あ
る
場
合
、
両

者
の
相
違
は
承
空
本
の
意
識
的
な
改
変
（
意
改
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
従
っ
て
、
資
経
本
の
誤
り
は
、
承
空
本
を
除
い
た
歌
仙

本
・
西
本
願
寺
本
で
訂
正
す
る
べ
き
と
言
え
よ
う
。
承
空
本
は
、
資
経
本

の
誤
り
を
訂
正
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
こ
こ
に

挙
げ
た
三
例
が
す
べ
て
で
あ
る
。

資
経
本
の
虫
損
部
分

　

資
経
本
が
承
空
本
の
親
本
で
あ
る
以
上
、
承
空
本
は
『
貫
之
集
』
本
文

研
究
上
、
親
本
で
あ
る
資
経
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
ゆ
え
、
一
般
論
と

し
て
は
そ
の
役
目
を
終
え
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

資
経
本
は
巻
六
・
巻
七
の
み
の
零
本
で
あ
り
、
さ
ら
に
虫
損
が
甚
だ
し
く
、

判
読
不
可
能
な
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
つ
ま
り
、
承
空
本
に
よ
っ
て
補
訂

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
次
に
示
す
の
は
、
資
経
本
の
虫
損
部

分
を
承
空
本
で
補
訂
出
来
る
例
で
あ
る
。「
□
」
で
示
し
た
箇
所
が
資
経
本

の
虫
損
部
分
と
な
る
。

あ
は
れ
て
ふ
こ
と
に
し
る
し
は
な
け
れ
と
も
い
は
て
□①

え
こ
そ
あ
□②

ぬ
□③

の
な
れ
（
五
八
〇
）

承
①
「
は
」
②
「
ら
」
③
「
も
」

あ
め
□①

□
は
う
つ
ろ
ひ
□②

す
□③

は
な
さ
く
ら
う
す
き
こ
ゝ
ろ
も
□④

□

お
も
は
な
く
に
（
六
〇
四
）

承
①
「
ふ
れ
」
②
「
や
」
③
「
き
」
④
「
わ
か
」

か
き
く
も
り
あ
め
ふ
る
こ
と
に
道
し
ら
ぬ
□①

□
□
り
や
ま
□②

□
と
□③

□
ゝ
か
な
（
六
三
六
）

承
①
「
か
さ
と
」
②
「
に
ま
」
③
「
わ
る
」

か
ら
こ
ろ
も
□①

も
と
□②

あ
ら
ふ
な
み
た
こ
そ
□③

ま
は
と
し
□④

る
と
□⑤

□
□
□
け
れ
（
六
四
一
）

承
①
「
た
」
②
「
を
」
③
「
い
」
④
「
ほ
」
⑤
「
き
な
か
り
」

て
る
月
も
か
け
み
な
そ
こ
に
う
つ
り
け
り
□①

□
□
こ
と
な
き
□②

ひ
□③

す
る
か
な
（
六
五
二
）

承
①
「
に
た
る
」
②
「
こ
」
③
「
も
」

ひ
と
し
□①

□
わ
れ
な
□②

□
つ
ゝ
と
し
ふ
れ
は
う
く
ひ
す
□③

□
も
も
の

□④

□
は
き
く
（
六
五
七
）

承
①
「
れ
す
」
②
「
け
き
」
③
「
の
ね
」
④
「
と
や
」

あ
き
は
き
の
□①

た
□②

□
み
つ
ゝ
ゆ
ふ
さ
れ
は
い
つ
し
か
□③

□
に
な
□④

□
た
る
か
な
（
六
六
九
）

承
①
「
し
」
②
「
は
を
」
③
「
の
ね
」
④
「
き
わ
」

い
か
て
わ
れ
人
に
も
と
は
ん
あ
か
つ
き
の
□①

か
□②

わ
か
れ
□③

□
に
ゝ

□④

た
る
と
（
六
七
二
）
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承
①
「
あ
」
②
「
ぬ
」
③
「
や
な
」
④
「
に
」

と
を
く
ゆ
く
人
の
た
め
□①

□
□
□
そ
て
の
な
み
た
の
た
ま
も
お
し
か

ら
□②

□
□
（
七
一
〇
）

承
①
「
に
は
わ
か
」
②
「
な
く
に
」

左
中
弁
よ
し
み
つ
の
朝
臣
の
人
の
む
ま
の
は
な
む
け
の
ぬ
さ
に
か
ゝ

ん
と
て
よ
ま
せ
た
る
な
つ
な
り
け
れ
は

い
と
ま
た
き
み
ゆ
る
も
み
□①

□
□
□
か
た
め
お
も
ひ
そ
め
て
し
ぬ
さ

に
□②

□
□
□
る
（
七
一
五
）

承
①
「
ち
は
き
み
」
②
「
そ
あ
り
け
」

紙
幅
の
都
合
上
、
全
て
の
例
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

こ
こ
に
挙
げ
た
十
例
の
よ
う
な
も
の
は
、
全
体
に
お
い
て
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
。
資
経
本
が
承
空
本
の
親
本
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、
こ
の
よ

う
な
虫
損
箇
所
に
つ
い
て
は
、
承
空
本
の
力
を
得
な
い
と
、
資
経
本
の
本

文
復
元
は
困
難
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
『
貫
之
集
』
に
お
い
て
、
資
経
本
と
承
空
本
に
は
直
接
の
書
承
関
係
が
あ

り
、
他
の
冷
泉
家
私
家
集
と
同
様
、
資
経
本
は
承
空
本
の
親
本
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
資
経
本
と
承
空
本
は
、
同
じ
誤
り
を
有
し
て
お

り
、
資
経
本
が
承
空
本
の
誤
り
を
訂
正
出
来
る
箇
所
が
多
く
見
出
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
承
空
本
が
資
経
本
の
書
入
れ
を
本
文
化
し
た
で
あ
ろ
う
箇
所
も

認
め
ら
れ
る
。

　

資
経
本
『
貫
之
集
』
の
解
題
で
、「
書
陵
部
本
は
資
経
本
を
親
本
と
し
て

書
写
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
必
ず
し
も
そ

の
よ
う
に
は
断
ぜ
ら
れ
な
い）
15
（

」
と
樋
口
氏
が
述
べ
ら
れ
た
根
拠
は
、『
朝
光

集
』
の
八
首
が
混
入
し
た
御
所
本
と
の
比
較
検
討
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
そ
の
八
首
の
存
在
が
資
経
本
と
御
所
本
の
親
子
関
係
を
否
定
す

る
決
定
打
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
御
所
本
の
親
本
で
あ
る
承
空
本
と

資
経
本
の
比
較
検
討
で
は
、
歌
数
は
ま
っ
た
く
一
致
し
、
さ
ら
に
細
か
な

本
文
異
同
に
お
い
て
も
、
資
経
本
が
承
空
本
の
誤
り
を
訂
正
出
来
る
こ
と

が
確
認
出
来
た
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、『
貫
之
集
』
第
一
類
本
主
要

伝
本
の
関
係
を
示
す
と
、
左
の
系
統
図
の
よ
う
に
な
ろ
う）
16
（

。

歌
仙
本

祖
本

素
寂
本

西
本
願
寺
本

Ｘ
本

資
経
本

承
空
本

御
所
本

　
『
貫
之
集
』
第
一
類
本
は
同
一
祖
本
よ
り
派
生
し
な
が
ら
、
歌
序
の
相
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違
、
歌
の
出
入
り
に
よ
り
系
統
を
異
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
前

半
部
屏
風
歌
の
歌
序
に
乱
れ
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
西
本
願
寺
本
・
資

経
本
・
承
空
本
・
御
所
本
の
共
通
祖
本
Ｘ
本
が
、
歌
仙
本
・
素
寂
本
と
分

か
れ
た
。
次
に
、
前
半
部
屏
風
歌
の
次
に
位
置
す
る
恋
部
が
、
巻
末
の
巻

七
に
移
動
し
た
こ
と
に
よ
り
、
資
経
本
・
承
空
本
・
御
所
本
が
西
本
願
寺

本
と
分
か
れ
た
と
言
え
よ
う
。
従
来
、「
承
空
本
系
統
」
と
称
し
て
い
た
こ

の
系
統
は
、
今
後
、「
資
経
本
系
統
」
へ
と
そ
の
名
称
を
改
め
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

し
か
し
、
資
経
本
は
虫
損
が
甚
だ
し
く
、
承
空
本
に
よ
る
補
填
が
不
可

欠
と
な
る
。
承
空
本
の
力
を
得
な
い
と
、
資
経
本
本
文
の
復
元
は
極
め
て

困
難
で
あ
る
。
承
空
本
は
、
資
経
本
と
い
う
親
本
の
存
在
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
文
研
究
上
そ
の
役
目
を
終
え
た
と
み
る
こ
と
が
出

来
よ
う
。
し
か
し
、
資
経
本
の
現
存
本
文
は
『
貫
之
集
』
全
体
の
上
・
中
・

下
の
三
巻
の
う
ち
下
一
巻
し
か
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
完
本
で
は
な
い
こ
と
、

さ
ら
に
虫
損
が
甚
だ
し
い
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
そ
の
転
写
本
た
る
承
空
本

が
効
力
を
発
揮
し
、
そ
の
本
文
も
充
分
評
価
出
来
る
と
言
え
よ
う
。

〈
注
〉

（
1
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
六
十
五
巻
『
資
経
本
私
家
集 

一
』（
朝
日

新
聞
社　

平
成
十
年
）。
解
題
は
樋
口
芳
麻
呂
氏
。

（
2
）　

注
（
1
）
に
同
じ
。

（
3
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
六
十
九
巻
『
承
空
本
私
家
集 

上
』（
朝
日

新
聞
社　

平
成
十
四
年
）。『
貫
之
集
』
の
解
題
は
田
中
登
氏
。

（
4
）　

田
中
登
氏
「
素
寂
本
貫
之
集
の
意
義
」（『
関
西
大
学
文
学
論
集
』

第
五
十
四
号　

平
成
十
六
年
）。

（
5
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
七
十
一
巻
『
承
空
本
私
家
集 

下
』（
朝
日

新
聞
社　

平
成
十
九
年
）。『
小
野
小
町
集
』
の
解
題
は
藤
田
洋
治
氏
。

（
6
）　

注
（
5
）
に
同
じ
。

（
7
）　

注
（
1
）
に
同
じ
。

（
8
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
第
七
十
巻
『
承
空
本
私
家
集 

中
』（
朝
日

新
聞
社　

平
成
十
八
年
）。

（
9
）　
『
朝
光
集
』
の
混
入
つ
い
て
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
六
十
九
巻

『
承
空
本
私
家
集 

上
』（
朝
日
新
聞
社　

平
成
十
四
年
）
の
解
題
に
お
い

て
田
中
登
氏
が
言
及
し
て
い
る
。

（
10
）　

注
（
4
）
の
田
中
氏
の
系
統
図
に
拠
る
。

（
11
）　

歌
番
号
は
、
資
経
本
・
承
空
本
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
通
し
番
号

で
示
し
た
。

（
12
）　

本
文
は
資
経
本
、
歌
番
号
は
『
私
家
集
大
成
』
に
拠
る
。
以
下
、

和
歌
の
引
用
は
す
べ
て
同
様
の
措
置
を
と
る
。
諸
本
の
略
号
は
、
歌
↓

歌
仙
本　

西
↓
西
本
願
寺
本　

承
↓
承
空
本
。
な
お
、
素
寂
本
は
前
半
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部
（
巻
一
〜
巻
四
）
の
み
で
あ
る
為
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

（
13
）　

七
一
九
番
歌
の
「
中
将
」
と
「
少
将
」
に
つ
い
て
は
、
木
村
正
中

氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。「
師
氏
の
官
歴
は
、
天
慶
四
年
左
少
将

か
ら
左
中
将
に
転
じ
た
の
で
、
こ
の
「
別
」
の
部
が
だ
い
た
い
年
代
に

そ
う
点
か
ら
判
断
し
て
「
少
将
」
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
。」（
新
潮
日
本

古
典
集
成
『
土
佐
日
記　

貫
之
集
』
新
潮
社　

昭
和
六
十
三
年
）

（
14
）　

資
経
本
と
承
空
本
が
対
立
し
た
場
合
の
異
同
の
み
を
示
し
て
い
る
。

す
べ
て
の
異
同
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お

く
。
以
下
、
本
文
異
同
③
も
同
様
の
措
置
を
と
る
。

（
15
）　

注
（
1
）
に
同
じ
。

（
16
）　

注
（
10
）
に
同
じ
。

（
き
た
い　

ゆ
み
こ
／
淀
商
業
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
）


